G enkiLife

BERE:I7VYVYB3OYXFRIY S O—F L
A4 04 &S: APRab10541

RRER D H

=

L

BE

SR
RISt
1

{E8H
TA4VE4T
sn—-if
e

w_E

=

o H
wRiEE
H7E

mREE
BEFE
RS

iB{zFID
SwissProt ID
BERE

Al
Bt

D9 ¥R S 0—F Ik

SEFE

WB,IHC,ICC/IF,ELISA

Eb ¥UX Ty b

IEHIR

HKEIE

I9G

R)so—FI

N

Tmg/ml

7Ua—bL. 200CTRIFL T ESW (12 7 BBER) . RE/REY A 7L EBTF T ES
Ly,

e

50% 7 t0—)L, 0.5% {REZ /&, 0.02% #2141 THEFI N 58 PBS iR,

TI4 =T 1R

WB 1:500-1:2000,IHC 1:100-1:300,ICC/IF 1:50-1:200,ELISA 1:10000-1:20000

36kDa

EFNB3

EFNB3; EPLGS; LERKS; Ephrin-B3; EPH-related receptor transmembrane ligand ELK-L3; EPH-
related receptor tyrosine kinase ligand 8; LERK-8
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	応用
	抗原情報
	背景
	エフリン遺伝子ファミリーに属するEFNB3は、脳の発達と維持において重要な役割を果たしています。さらに、EFNB3の発現レベルは、他の脳領域と比較して、いくつかの前脳領域で特に高かったことから、前脳機能において極めて重要な役割を果たしている可能性があります。EPHおよびEPH関連受容体は、受容体タンパク質チロシンキナーゼの最大のサブファミリーを構成し、特に神経系における発達過程の媒介に関与していることが示唆されています。EPH受容体は通常、単一のキナーゼドメインと、システインリッチドメインおよび2つのフィブロネクチンタイプIIIリピートを含む細胞外領域を有します。エフリンリガンドおよび受容体は、Eph命名委員会（1997年）によって命名されています。エフリンは、構造と配列関係に基づき、グリコシルホスファチジルイノシトール結合によって膜に固定されたエフリンA（EFNA）クラスに分類されます。機能：前脳機能において極めて重要な役割を果たす可能性があります。in vitroにおいて、交連軸索／成長円錐に結合し、その崩壊を誘導します。縦方向に突出する軸索の方向を拘束する役割を果たす可能性があります。,類似性：エフリンファミリーに属します。,サブユニット：GRIP1およびGRIP2と相互作用します。ニパウイルスGタンパク質に結合します。,組織特異性：脳で高発現し、胚の底板、屋根板、および後脳節で発現します。,
	研究分野
	軸索ガイダンス;
	画像データ
	

	EFNB3抗体を用いたパラフィン包埋ヒト脳組織の免疫組織化学染色。右の写真は合成ペプチドでブロッキングした状態。
	

	EFNB3抗体を用いたSKOV3細胞ライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
	

	エフリンB3ポリクローナル抗体を用いたSKOV3細胞のウェスタンブロット解析

